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サ トウキ ビわい化病の発生調査

野 原 堅 陣 ･ 松 村 猪

(琉 球 植 物

沖縄にわけるサ トウキビわい化病の発生調教は1963年

2Jl,琉球政府特産課の:主催で腰業試験場,腰務課,農業

改良課,庖物防捜所共同で,沖縄本島繭,申,北部の各

製糖工場に搬入 された原料狩等を対象に行なった諏産が

初めてである.

しかし当時の調査では,滴碇な結果は得 られ な か っ

た.ただそれは駅病基準のみで発生率を求めることはで

きなかったと思われる. これはわい化柄が系統性の病害

であり,また標本の朴出等に考慮すべ き点があったか ら

である.

したが って′Tt･省らは帥純におけるわい化病の照病率を

求めるため1964年 1月,閉域で標本を抽出し,調葱を行

なっナ∴

調燕方はについては1963年 9月,台湾粉業試験所の劉

錫彬氏からその方法を教えていただいたので木調#_.に利
用することができた.またその後1965年 5月,ノ､ワイ糖

業誠駒場の Drl･ Wismerに会 う機会を得,再びその診

断法についてLLLu招することができた.あえてこの小文を

報門する次第である.

なお,赤胴部は琉球机物防疫所職良の武偽源率 (現在

防 疫 所)

捜産課),小谷義秀,中里肇雄,与儀善雄の諸氏に協力

していただいた.また第一製糖株式会社の徳元孝助氏や

調査圃場の農家の方々の御協力 も得た.ここに深 く感謝

申し上げる.

Ⅰ.調査地域と方法

調査地域は糸満町 (大里,与座,国吉.,新垣,轟壁)

具志頭村 (港川,安里,.年俸)東風平村 (富感),酉原

村 (棚原,上原)具志川村 (前原,豊原,兼ケ増)の5

町村,14カ字で250坪から300坪の N:Co.310新終圃場

(7月- 9月植付)を選定して行なった.

調査株数はあらかじめ日舞病,枯条病に解っていない

ことを確めた後,各閉場の5カ所より各々,2畦ユ2株ず

つ合計60枚を取 り,その母茎について病徴有無の診断を

行ない株別の茎重責 も測定 した

病徹診断は茎下部の3節以上を鎌で縦断して切片を作

り,ろう帯部の下方に,赤色,栓赤色で長 さ2- 3JMJJt以

内の点,棒状,コンマ状の病微が三つ以上存するもの脊

椎痛とした.なお,横断面の診断法 も併用した.

肝.調査結果及び考察

ml滋 63/64姐 的新旭N:Co･310におけるわい化柄発生調査成績 (諏査月日1964年 1月)
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第 2表 土壌別比較表

調査

土 壌 別 株数i

マ ー ジ' 520

汐 ･:-ガル 359

比 較 差

健 全 甘 酢 -i

株撃 墜 警空 重慧濫平琵蓋平篭
I

69 287294･02 4･26 1･02i
S8 271412.96 7.12 1.52.

::

2･86 0･501

椎病率は85･60/o(最高1∞0/0,最低58.30/o) で健全茎

重の曜病茎重に対する増加率は30.90/a(最高70.60/o壕低

3.0%)であった.

クイ>,スラン ドでは1955年,品種Q28で親収率370/o以

上を示し,台湾では1956年陛病茎重に対する健全茎重の

増加率が20%であった.またわい化病による減収率は土

壌水分の多少によって大きく左右きれると言われており

ノ､ワイにおいて1957年に行なわれた濯概区と鯨油概区の

比按試験によると,前者では⊥4.7%後者では33.6%の減

収率を示している.

1963年は沖縄では異常干ばつの年で年間平均降雨崖2,

203.2卿 に対し1963年は969.718Jnに過ぎなかった.従って

搭病茎重に対する健全茎重の増加率30.90/Oには土壌水分

の不足 も大 きく影響しているものと思われる.

マージとLyl･-ガルの曜病率比較ではマ-i786.70/oty

ヤーガル83.8%,差は2.9%であり,さほどひらきがある

とは思わjlない.減収率は茎歪でマ-汐が 0.30/o布く,

株歪ではマ-iyが25.50/o商いがこれは干ばつのため,マ

-Lyでは分けつが低かったことが'影響しているものとJLf.

われる.

甘.摘 要

i. 11fl鈍痛,中部の5町村14カ字で63-64年脳新地

N:Co.310におけるわい化柄発生調査を行なった .

2. 平均稚病率は85.6%であった.

3. 健全茎壷の催病峯重に対する増加率は30･9%であっ

た.

4. マージとLyl･-ガルにおける椎病率はマーLyが 2･9

%苗かった.
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